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2007年夏季 関東に お ける微 小粒子広域観測 とモ デ リン グ （9）

全炭素 中
14C

の 経時変化 と由来解析
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6 時 間ごと（夜間は 12 時間ごと）に連続採取された

大 気 中 PM
，，．1試 料 に 関 して TC 中

1
℃ 分 析 を 実施

した。大 気試料 は 石 英管に 封 入 した 後，燃 焼（COz

化），CO ，
，精製，グラフ ァイト化を行 い （Endo　et　ai，L

’1

に 準拠），国立環境研 究所 タン デム 加 速器分析施

設 （NIES −TERRA ）に お い て
14C

／
mC

比 を測定し

た。

3 ．結杲 と考察 ：

　図 1に騎 西と前橋 にお けるTC ，03t及 び TC の

pMC （％ Modern　Carbon），Modern　Carbon，　Dead

Carbon の 経 時変化 を示す 。 日 中に濃度 が増加 し

夜間 に減少する TC や 03 とは異なり，　pMC は夜間

に 上昇す る傾 向が認 め られ ，特に 前橋で 顕著で あ

っ た。騎西，前橋 に お ける pMC は それぞれ 35〜

58，35〜62％で あっ たこ とから，両地点とも，化石燃

焼 とバ イオ マ ス 起源 が概ね 同程度 寄与 して い たと

考えられる。両地点 に お い て ， 化 石 燃 焼由来 とみ

なせ る Dead 　Carbon は ，　TC と同様，日中に高濃度

とな る傾 向が認 め られ た 。
こ れ は ， 目 中 に 人 為活

動 が 盛 ん で ，か つ 南風 により都 心部 か らの 汚染気

塊が 輸送され た た め と推測された。バ イオ マ ス 起

源 とみ なせ る Modern 　Carb。n も，騎西 で は 日中に

高 濃度 となっ た が
， 前橋 で は 日内 ほ ぼ ．一

定 で ， 夜

間にやや増加することもあっ た。

　今後 ， 有機指標成分の 測定，ECIOC 別 14C 解

析 ，CMB ・化 学輸送 モ デル による解析 を通 じて ，

二 次生成有機粒子 の 起源推定な ど，より詳細な解

析 が望まれる。
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1 ．は じめ に ：

　複数 の 研 究機 関 が 共 同 で 実施 した 「2007 年夏季関東 に お け る微小 粒 子 広域観測 とモ デリン グ」（FAMJKA ）
D
で 採

取され た 大気 試 料 を 対象に ，全炭素 （TC ）中の 放射性 炭素 （
11C

）を 測 定した。℃ を 測定す るこ とで ，化 石 燃焼起源と

バ イオ マ ス 起源 の 比 率を定量的に推定するこ とが 可能になる。また ，元 素状炭素（EC ），有機炭素（OC ），金属元 素，

イオン の デー
タに

1
℃ の デ

ー
タを加えて ケミカル マ ス バ ラン ス （CMB ）法を実施 することで ，二 次 生 成有機粒 子 の 起源

推定など，従 来よ りも高度な由来解析 が 期待 で きる。

2 ．方法 ：

　FAMIKA の 第 2クー
ル （2007 年 8月 6〜11 目）に，埼玉 県騎西 と群馬 県 前橋 に お い て ，ハ イボリウム ・ア ン ダーセ ン

サ ン プ ラーの 石英繊維製バ ッ クア ッ プ フ ィル ターに
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図 1　 TC ，　O　t 及 び TC 中 pMC ，　Modern ／Dead 　Carbon

　　　　　　の 経時変化 （騎西，前橋）
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